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一
、

輝

か

し

い

新

春

を

皆

様

と

と

も

に

農

産

物

の

ロ

品

目

的

自

由

化

、

関

税

町

と

し

て

住

民

の

幸

せ

を

願

2
」

山j

U
、

迎

え

る

」
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
貿
易
一
般
協
定
(
ガ
ッ
ト
)
総
会
で
と
か
ら
、
緒
施
策
の
着
実
な
推
進
を

γ

山

心

か

ら

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

粉

乳

、

練

乳

と

で

ん

粉

を

除

く

、
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図
る
た
め
に
・
農
業
基
盤
町
整
備
を

d
f

山

平

紫

か

ら

町

政

に

対

す

る

ご

支

援

品

目

が

事

実

上

自

由

化

に

応

方

を

打

始

め

、

道

路

改

良

舗

装

、

林

道

の

開

下

守

一

ご

協

力

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ち
出
さ
れ

て

い

ま

す

。

設

、

総

合

公

園

造

成

、

教

員
住
宅
の

γ

「

昨

年

、

町

民

各

位

向

温

か

い

ご

支

本

道

本

町

農

業

の

大

黒

柱

で

あ

建

設

、

除

雪

車

の

購

入

、

八

束

簡

易

一

官

援

が
あ
っ
て
町
長
に
信
任
い
た
し
ま
り
ま
す
礼
製
品
で
ん
粉
の
2
品
目
水
道
施
設
な
ど
の
主
要
施
策
を
計
画

一

ぶ

し

た

が

、

就

任

早

々

花

石

筒

ホ

取

に

つ

い

て

は

今

回

は

。

先

送

り

e

ど

お

り

進

め

る

こ

と

が

で

き

た

」

と

一

出

水

施

設

の

重

大

事

故

、

さ

ら

に

職

員

と

な

っ
た

も

の

の

、

農

業

を

取

り

巻

は

町

議

会

を

は

じ

め

町

民

各

位

の

川

平

の

収

賄

事

件

等

、

町

民

各

位

に

多

大

〈

国

際

情
勢
は
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厳
し
き

の
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強
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と
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入

自

由

化
に
な

っ
た

場

合

、

本

退

院

本

年

は

、

水

田

再

編

対

策

を

始

め

た

す

所

存

で

あ

り

ま

す

。

位

一

一

と

に

対

し

、
深

く

お

託

ぴ

申

し

上

げ

底

百

年

の

歴

史

に

拡

を

閉

じ

る

こ

と

と

す

る

農

業

問
題

、

不

況

が

紋

〈

林

年

一肌
に
あ
た
り
、
町

民

以

一

ま
す
。

に
な
り
ま
す
。
牛

乳

の

生

産

量

の

つ

業

、

中

小

企

業

の

不

様

、

加

え

て

市

の

皆

様

の

ま

す

ま

す

の

ご

ぷ

一一一

一
一

ま
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、
国
鉄
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線
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、
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、

飲

用
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回
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の
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日
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発
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一

作
物
の
低
温
陣
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は
、
農
家
に
あ
た
ト
ほ
ど
で
、
残
り
は
乳
製
品
用
、
つ
重
要
な
課
題
が

山
積

し

て
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ま

す

.

祈

念

し
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出
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え
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影
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あ
り
ま
し
た
。
こ

ま
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加

工

原
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す

。
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財

政
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し
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を

増
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な

か

で
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っ

と
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し

ま

す
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て
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知事ふるさと訪問

ツ司、、檎山管内町村サ

Lィ-地域同発を訴える

道
の
広
聴
活
動
の

一
環
と
し
て
企

画
さ
れ
、
楠
山
に
は
U
月
お
日
か
ら

幻
日
ま
で
の
日
程
で
各
町
を
訪
問
、

地
域
の
生
活
‘
産
業
全
般
に
わ
た
る

実
情
把
握
、
各
界
各
層
の
関
係
と
の

対
話
が
も
た
れ
た
。

道
側
か
ら
、
横
路
知
事
を
始
的
、

商
工
観
光
部
長
、
脱
務
部
長
、
林
務

部
長
、
衛
生
部
長
、
地
方
振
興
室
長
、

楠
山
支
庁
長
が
出
席
、
管
内
各
町
長

が
集
合
し
て
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。

知
事
か
ら
「
地
域
振
興
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

地
域
発
展
に
期
待
す
る
も
の
が
あ
る
。

観
光
、
健
康
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

民
間
の
パ

y
ク
ア
y
プ
が
あ
り
.
北

海
道
に
興
味
が
も
た
れ
て
い
る
。
道

と
し
て
も
地
域
娠
興
に
援
助
し
て
行

き
た
い
。
」
と
の
話
し
が
あ
っ
た
。

各
町
長
か
ら
『
町
四
年
に
第
1
回
目

の
市
問
村
サ
ミ
y
ト
が
開
俄
、
今
回

で
2
回
目
で
あ
る
。
基
幹
産
業
の
振

興
を
ど
う
図
る
べ
き
か
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
病
院
の
充
実
、
広
域
観
光
、

¥¥¥¥ 

観光開発に期待熱く

• 
道
路
網
の
盤
備
が
急
務
だ
。
厳
し
い

時
代
を
乗
り
き
る
た
め
に
頑
取
る
つ

も
り
だ
。
指
導
願
い
た
い

J

と
訴

え
た
。

ム
M

農
業
問
題
に
つ
い
て

更
に
町
長
か
ら

「
管
内
の
耕
地
面

積
は
全
道
的
に
見
る
と
少
な
い
。
自

然
条
刊
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
生

産
品
が
低
い
。
こ
の
原
因
を
分
析
し

て
ほ
し
い
。
管
内
農
業
は
米
依
存
型

で
あ
り
、
食
味
の
良
い
良
質
米
の
生

産
が
言
わ
れ
て
い
る
が
立
地
条
件
と

合
致
し
て
い
な
い
。
何
を
や
る
に
も

単

一
川
で
は
困
難
な
而
が
多
い
。
広

域
的
な
施
設
の
整
備
、
特
別
対
策
と

し
て
一品
率
補
助
制
度
を
設
け
て
ほ
し

い
。
生
産
と
流
通
が
問
題
に
な
る
。

生
産
と
市
場
町
位
世
づ
け
が
大
切
だ
。

長
期
的
、
計
画
的
な
出
荷
施
設
が
必

要
だ
。肉
用
牛
な
ど
の
専
門
技
術
只
が
少

な
い
の
で
普
及
所
な
ど
専
門
分
野
で

研
究
指
導
願
い
た
い
.
農
業
基
線
整

備
事
業
で
あ
る
が
、
事
業
費
が
高
く

生
産
に
伴
な
わ
な
い
。

美
利
河
ダ
ム
建
設
に
伴
う
開
発
計

画
の
中
に
股
業
用
水
の
硝
保
が
あ
る
。

工
事
費
が
印
億
と
言
わ
れ
て
お
り
、

日
パ
ー
セ
ン
ト
を
今
金
町
、
北
品
開
山

町
の
受
益
負
担
に
な
る
。
受
益
者
負

組
は
困
難
で
あ
り
、
良
い
知
恵
を
貸

し
て
ほ
し
い

J

英
利
河
温
'
川
県
ポ
ー
リ
ン
グ
作
業
が

叩
月
幻
日
か
ら
始
め
ら
れ
、

ω年
3

月
初
日
を
回
途
に

l
‘
0
0
0
メ
ー

ト
ル
を
掘
削
す
る
起
工
式
が
‘
日
月

8
日
村
本
町
長
を
始
め
関
係
者
刊
人

が
山
町
し
ボ
ー
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
温
泉
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

町
が

一
昨
年
道
地
下
資
源
問
査
研
究

所
に
調
査
依
頼
、

2
年
が
か
り
で
探

査
し
た
結
附
末
、
可
能
性
が
認
め
ら
れ

こ
の
話
し
に
知
事
.
農
務
部
長
は

「
槍
山
の
ぬ
業
は
供
給
基
地
に
は
な

ら
な
い
。
将
来
展
望
は
付
加
価
値
を

お
め
る
べ
き
で
、
団
地
づ
く
り
、
広

域
的
に
話
し
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

生
産
者
段
階
で
の
基
地
づ
く
り
で
あ

る
。
普
及
品
に
つ
い
て
は
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
J

と
話

し
て
い
た
。

町
長
か
ら
「
農
地
流
動
化
で
あ
る

が
却
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
な
っ
て
い
る
。

売
る
に
売
れ
な
い
農
地
、

2
制
の
利

子
補
給
を
町
で
し
て
い
る
。
早
急
に

こ
の
対
応
が
必
要
だ
。
」
と
つ
け
加
え

た
知
事
か
ら
「
農
業
環
境
は
深
刻
だ
。

越
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
経
費
軽
減
、

早
期
竣
工
が
必
要
、
生
産
を
高
め
受

読
者
負
担
、
金
利
れ
担
を
考
え
る
べ

き
で
‘
自
治
体
負
担
は
望
ま
し
く
な

い
。
農
林
省
に
も
訴
え
て
行
き
た
い
。

事
業
費
の
相
大
は
実
情
を
関
係
機
関

に
理
解
を
求
め
た
い
。
国
内
世
論
も

し
っ
か
り
と
捕
ら
え
る
必
要
が
あ
る
@

経
済
団
体
の
な
見
を
求
め
て
逝
め
た

い
。
」
と
話
し
て
い
た
。

会
観
光
問
題
に
つ
い
て

町
長
か
ら
「
広
山
崎
観
光
・
追
分
ソ

l
-フ
ン
ラ
イ
ン
的
に
全
体
的
な
も
の

で
見
る
べ
き
で
な
い
か
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
道
南
に
脚
光
を
凡
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
な
い
か
。
そ
の

• • 
て
、
多
く
の
則
待
を
集
め
て
今
回
念

願
の
ポ
ー
リ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
調
。
浜
町
活
用
問
画
は
、
英
利

河
ダ
ム
問
辺
の
整
備
事
業
と
併
せ
て

進
め
ら
れ
、
観
光
要
素
を
合
ん
だ
大

温
ぷ
プ
ー
ル
の
建
設
、
ス
キ

l
場
施

設
、
駐
車
場
の
ロ

l
ド
ヒ

l
テ
ン
グ
、

政
産
物
生
産
施
設
、
氏
泊
施
般
利
用

な
ど
が
考
、
え
ら
れ
て
い
る
.

美
刺
河
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
は
、

ロ
マ
ン
を
実
現
に
向
け
て

ス
キ
l
場
は
例
年
に
着
工

日
年
の
当
初
計
画
か
ら
す
る
と
相
会

情
勢
が
変
わ
り
、
総
合
的
な
見
直
し

が
必
要
と
な

っ
た
。
英
利
河
二
股
白

蛇
休
養
林
と
の
関
連
、
ス
キ

l
場、

登
山
、
地
域
特
産
品
と
し
て
の
位
置

づ
け
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
の
活
用、

友
坊
に
お
け
る
芝
ス
キ
別
個
、
そ

し
て
温
泉
ポ
ー
リ
ン
グ
な
ど
一
連
し

た
も
の
を
取
り
入
れ
て
再
検
問
、
方

向
づ
け
を
見
き
わ
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
専
門
的
分
析
依
頼
を
、
静
修
短

期
大
学
助
教
授
や
(
有
)
ラ
イ
ヴ
環

境
剖
函
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は

た
め
に
は
道
路
網
の
整
備
が
必
要
だ
。

4

特
に
、
瀬
棚
、
今
金
は
死
角
に
な

っ
て

い
る
の
で
な
い
か
。
民
聞
が
目

を
向
け
て
く
れ
る
の
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
J

と
話
し
た
。

知
事
と
観
光
部
長
か
ら
「
ポ
イ
ン

ト
の
速
な
ぎ
で
あ
る
。
観
光
素
材
は

あ
る
は
ず
、
そ
の
武
器
を
利
用
し
て

コ
l
ス
設
定
を
す
べ
き
だ
。
道
町
新

長
期
間
画
が
明
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
そ
の
中
で
考
え
た
い
。
地
元
の

活
用
を
図
る
べ
き
、
取
り
組
ん
で
ほ

し
い

J

と
話
し
て
い
た
。

女
医
療
施
設
に
つ
い
て

町
長
か
ら
「
道
立
病
院
の
医
療
施

設
‘
医
師
の
確
保
、
道
の
配
慮
を
願

い
た
い
。
看
護
婦
も
不
足
し
て
い
る
。

今
金
保
健
所
に
専
任
所
長
が
い
な
い

の
で
こ
の
配
置
を
願
い
た
い

J

と

の
話
し
に

知
事
か
ら
「
道
立
病
院
は

U
個
所

あ
る
。
江
差
の
道
立
病
院
は

2
ヵ
年

で
検
討
し
て
い
る
。
地
域
病
院
と
連

携
を
も
っ
て
述
内
品
す
べ
き
だ
。
保
健

所
長
に
つ
い
て
は
、
明
年
度
に
お
い

て
な
ん
と
か
し
た
い
よ
と
話
し
て

し
た知
事
か
ら
終
り
に
「
特
産
品
づ
く

り
な
ど
に
期
待
し
て
い
る
。
活
性
化

に
は
英
知
を
絞
る
こ
と
が
、
」
れ
か
ら

の
剤
師
姐
だ
。
」
と
締
め
て
い
た
。

3
月
頃
ま
で
に
明
示
、
確

実
的
主
観
光
開
発
が
進
め

ら
れ
そ
、
つ
だ
。

管
内
に
と

っ
て
も
待
望

的
ス
キ

l
場
繋
備
計
画
は

従
米
ど
う
り
進
め
ら
れ
る
。

引
年
度
に
実
施
測
量
が
完

了、

ω年
度
に
は
実
施
設

計
に
入
る
。
制
年
度
に
入

り
、
取
付
道
路
、
ゲ
レ
ン

デ
の
整
備
、
ロ
ソ
ヂ
が
整

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ス
キ

l
場
の
コ
ー
ス
延

長
1、

2
0
0
メ
ー
ト
ル
、

初
級
、
中
級
、
上
級
の
3

コ
l
ス
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
予
定
地
は
、
標
高
4

0
0
メ
ー
ト
ル
と
市
く
は

な
い
が
、
英
利
河
ダ
ム
を

眼
下
に
、
狩
場
述
峰
が

一

望
で
き
る
nM
勝
地
で
あ
る
。

温
泉
と
農
業
と
観
光
が

一

体
化
、
川
観
光
町
目
玉
と

し
て
、
道
南
の
レ
ジ
ャ
ー

ラ
ン
ド
と
し
て
町
の
活
性

化
が
図
ら
れ
‘
活
力
あ
る

ま
ち
に
な
り
そ
う
だ
。
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国
保
病
院
に
新
医
師
着
任

医

学

博

士

楯

努
貞
先
生
{
悶
)

楯
先
生
は
、
今
金
小
学
校
、

中
学
校
え
て
、
函
館
ラ
・
サ
l

ル
市
枝
、
秋
田
大
学
医
学
部
へ

進
み
、
同
年
に
岡
大
学
を
卒
業

し
た
郷
土
出
身
の
お
医
者
さ
ん
。

大
学
卒
業
後
、
研
修
医
と
し

て
大
学
に
盆
勝
、
日
年
に
市
立

秋
田
総
合
病
院
第

一
内
科
に
勤

務
、
民
年
に
大
学
病
院
へ
、
日
刊

年
第
二
内
科
文
部
教
白
助
手
に

就
任
、
同
年
刊
丹
ド
イ
ツ
辿
邦

英
和
国
7

y

ク
ス
ブ
ラ
ン
ク
研

究
所
へ

2
ヵ
年
留
学
、
循
環
格

病
学
を
専
門
的
に
研
究
を
重
ね
て
き

た
今
年
、
秋
田
大
学
に
復
職
、
本
町

の
強
い
要
望
が
あ
り
米
町
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

椅
任
に
あ
た

っ
て
先
生
は
、
「
特
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

は
濃
く
な
り
温
度
差
が
激
し
く
な
る
。

心
臓
病
、
高
血
圧
の
方
は
充
分
注
意

し
て
ほ
し
い
。
動
脈
硬
化
な
ど
の
原

因
は
食
生
活
に
あ
る
。
子
供
、
孫
の

た
め
に
塩
分
を
制
限
、
自
分
の
健
康

管
理
は
自
分
で
:
医
者
ま
か
せ
に

し
な
い
で
ほ
し
い
U

と
話
し
て

、、-。
L
t
 
先
生
の
趣
味
は
「
統
合
」
特

徴
は
取
り
た
て
て
な
い
の
が
特

徴
だ
と
言
う
絡
し
も
||
。
現

在
は
自
動
車
免
許
の
取
得
に
顧

問
担
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
先
生
は
、

と
っ
て
も
気
さ
く
で
明
る
く
、

親
し
み
ゃ
す
く
皆
さ
ん
の
良

き
相
談
相
手
に
な
っ
て
も
ら
え

そ
う
で
す
。

国
民
年
金
の
長
期
滞
納
者
に

促
年
四
月
か
ら
滞
納
処
分
が
適
用

百仔
納

厚
生
省
は
、
昨
年
四
月
か
ら
自
位
業
を
世
む
方
が

加
入
す
る
国
民
年
企
加
入
者
で
、
支
払
い
能
力
が
あ

り
な
が
ら
年
金
保
険
料
(
掛
金
)
を
長
期
滞
納
、
督

促
し
て
も
支
払
い
に
応
じ
な
い
場
合
‘
沼
稲
加
入
格

な
ど
物
仰
の
差
し
押
さ
え
措
置
を
す
る
な
ど
、

処
分
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
係
か
ら

務
入

;:l! 
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一
年
内
政
作
業
を
終
え
た
農
村
主

婦
酬
人
で
組
敵
さ
れ
て
い
る
文
化
祭
、

各
支
部
と
の
交
流
会
、
親
睦
会
が
ロ

月
1
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

開
催
に
あ
た
り
阪
弁
ミ
エ
部
長
は
、

「
今
年
は
大
政
作
に
な
る
の
で
は
と

予
柑
心
し
て
い
た
が
、
厳
し
い
作
柄
と

な
っ
た
。
私
た
ち
の
職
業
は
、
自
然

に
左
右
さ
れ
る
厳
し
き
が
あ
る
。
今
、

農
産
物
の
自
由
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
北
海
道
に
と
っ
て
は
死
活
問

題
だ
。
今
こ
そ
堅
い
結
束
が
必
要
、

活
力
づ
く
り
、
内
同
村
づ
く
り
が
大
切

で
あ
る
。
」
と
話
し
て
い
た
。

来
賓
か
ら
は
、
「
今
年
は
天
候
不

順
、
米
は
昨
年
日
万
俵
の
出
荷
で
あ

っ
た
が
今
年
は

9
万
俵
と
な
っ
た
。

し
か
も
、

1
等
米
が
日
パ
セ
ン
ト

し
か
な
か
っ
た
。
だ
が
大
根
は
、
反

当
た
り
四
万
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
農
協
と
し
て
も
洗
場
の
確

保
を
考
え
て
い
る
。
局
鈴
し
ょ
は

U

万
俵
と
な
り
4
万
俵
の
増
と
な
っ
た
。

営
農
相
談
、
懇
談
会
に
は

一
家
し
て

参
加
、
農
業
再
建
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
」
な
ど
や
「
年
1
回
の
文
化

祭
、
厳
し
い
農
業
情
勢
を
忘
れ
て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。
農
産
物
の
自
由
化

問
題
に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
る
こ

こ
の
会
は
、
昭
和
幻
年
幻
名

で
創
立
、
今
年
で
お
年
目
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
日
月

初
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

催
さ
れ
た
。

創
立
以
来
、
会
の
発
展
に
功

献
さ
れ
た
方
々
を
醐
耐
え
、
記
念

品
や
感
謝
状
を
附
り
な
を
表
わ

し
た
。
伊
藤
幸
市
実
行
委
員
長
か
ら

「
今
年
で
お
周
年
を
迎
え
た
。

健
康
で
あ
る
こ
と
が
第

一
帯
で

あ
る
。
近
年
一
品
齢
化
社
会
と
叫

け
ば
れ
て
い
る
が
、
生
き
が
い

の
創
造
を
は
か
る
べ
き
。
ク
ラ

ブ
発
展
、
町
発
展
に
寄
与
に
努

N
T
T
今
金
レ
デ
ィ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
9
月

m
日
に
結
成
、

こ
の
組
織
は
、
全
道
N
T
T
の

女
性
だ
け
の
組
織
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
今
金
は

8
名
で
発
足
、

活
動
の
手
始
め
と
し
て
、
戦
良

町
家
庭
内
で
眠

っ
て
い
る
物
を

持
ち
寄
り
、
寄
矧
と
の
話
し
が

決
ま
り
、
日
丹
羽
田
礼
服
や
ズ

ボ
ン
、
セ
タ
土
な
ど
問
点
を

相
会
福
祉
協
議
会
に
持
参
し
た

も
の
で
す
。

社
協
の
荒
升
正
信
会
長
は
、

I(t • 
工夫乙らした保存食展示・試食

演芸会なと疲れ忘れて楽しく

舎金老人クラブ25周年記怠NTT舎金電報電話局
婦人部

亡 健康の管理に努めながら「

自分の立場で発展に努力」
「社協へ130点寄贈っ

と
を
議
会
で
議
決
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
て
運
動
を
し
て
い
る
。

行
政
と
し
て
も
民
業
に
力
を
入

れ
て
行
く
。
そ
れ
が
今
金
町
の

発
展
の
道
だ
。
皆
さ
ん
の
英
知

を
結
集
し
て
今
金
町
の
指
進
の

方
向
づ
け
に
努
力
し
て
ほ
し

い
。
」
の
話
し
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
文
化
祭
事
業
と
し

て
「
炭
村
婦
人
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
吉
間
悦
治

農
業
改
良
普
及
所
長
の
講
演
や

川
上
絹
子
立
回
支
部
長
か
ら

「
全
道
農
協
婦
人
部
大
会
研
修

報
告
」
な
ど
、
更
に
は
農
村
婦

人
の
手
づ
く
り
、
思
考
、
工
夫

を
こ
ら
し
た
セ
ー
タ
ー
や
人
形

な
ど
の
手
芸
品
、
地
場
内
崎
産
物

を
利
用
し
た
カ
ボ
チ
ャ
と
ニ
ン

ニ
ク
パ
イ
、
大
根
と
千
枚
づ
け

と
野
沢
菜
を
白
菜
巻
し
た
色
鮮

や
か
な
漬
物
、
牛
礼
羊
か
ん
、

玄
米
ス

l
プ
、
ジ
ャ
ム
な
ど
珍

ら
し
い
保
存
食
品
が
展
示
、
試

食
に
人
気
を
集
め
て
い
た
。
こ

う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
に
富
ん
だ

保
存
食
品
の
っ
く
り
方
を
本
に

す
る
計
画
。

午
後
か
ら
は
演
芸
会
「
矢
切

り
の
波
し
、
芸
者
ワ
ル
ツ
」
な

ど
と
歌
や
踊
り
、
劇
と
一
日
を

楽
し
み
あ

っ
て
い
た
。• • 

力
し
た
い
U

と
話
し
て
い
た
。

祝
辞
に
、
町
を
代
表
し
て
市
田
助

役
、
議
会
を
代
表
し
て
渡
辺
副
議
長

が
立
ち
「
人
間
が
若
さ
を
保
つ
に
は

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
も
ち
交
流

す
る
こ
と
が
繁
栄
さ
せ
る
。
明
る
く

生
き
が
い
の

|

|
創
造
を
は
か
る

楽
し
い
人
生
を
す
ご
し
て
ほ
し
い
U

と
か
「
自
然
の
中
で
訪
れ
た
の
が
高

齢
者
社
会
だ
。
物
質
的
に
以
か
な
社

会
、
恵
ま
れ
た
社
会
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
、
若
い
世
代
の
人
口

「
会
と
し
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
行
き
た
い
。
N
T
T
の

皆
さ
ん
の
胤
か
い
気
持
に
感
謝
す
る
U

と
話
し
て
い
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
佐
藤
志
摩
子
会
長

女
性
と
し
て

|
|
地
域
活
劃
参
加

は
「
地
域
に
硲
け
こ
み
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
行
動
、
ふ
れ
あ

っ
て
行
き
た

い
。
会
員
は

8
名
で
は
あ
る
が
、
何

か
で
き
る
の
で
は
と
考
え
相
談
し
た
。

手
始
め
の
計
画
と
し
て
、
今
回
、
家

あなたの暮ら Lを応援する

世帯更生資金、使いみちが広がりました。

女身体障害者の方のための
高額な福祉機器の購入lこ
身体障害者町方が 日常生活上必要な、

電動式ギヤジベット、オプチスコープ、

百人用ワ プロ専の槽器の購入費用に

身体陣害者福祉資金として500，000円

までお貸しします.

女毎日の暮らしの中の
月岳、一時的な出費にー

ImNl1 子供向悼学旅行型用、冬削聞の灯油の
!l:.止比五、 一括購入班、岬省する際的究通世なと

塗孟起p 生活上町一時的な出費に、耐止資金と
、三三り して170，000円までお貸ししま七

詳
し
く
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ

が
減
少
、
高
齢
者
社
会
の
維
持

を
し
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治

的
課
題
、
大
変
な
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
健
康

管
理
は
、
自
分
で
し
て
ほ
し
い

も
の
だ
U

な
ど
の
括
し
が
あ

っ

た
。祝

賀
会
に
入
り
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
今
金
民
訴
研
友

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
「
長

者
の
山
、
俵
つ
み
歌
」
と
t
一回っ

た
祝
い
歌
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

最
後
に
は
全
員

一
同
に
よ

っ
て

「
お
品
さ
ん
」
の
手
拍
子
よ
ろ

し
く
歌
や
踊
り
と
楽
し
ん
で
い

た
。

庭
に
眠

っ
て
い
る
物
を
と
の
話

し
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
女
性

だ
け
で
活
動
す
る
の
は
初
め
て

の
新
し
い
企
画
で
あ
る
U

と
話

し
て
い
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
、
歳
末

助
け
あ
い
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、

宮
ま
つ
り
、
産
業
ま

つ
り
な
ど
に
参
加
、
協
力
、
地

域
と
気
持
だ
け
で
も
速
な
が
れ

ば
、
な
ど
の
話
し
も
し
て
い
た
。

( a J ( 9 J 



創
立
初
年
の
歩
み
を
祝
う
会
が
け

月刊日
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
、

全
員
幻
名
を
始
め
、
槍
山
支
庁
政
務

課
長
、
農
業
改
良
普
及
所
長
、
町
長
、

民
協
組
合
長
、
4
H
の
O
B
な
ど
閃

名
が
出
席
し
て
祝
っ
た
.

祝
賀
会
開
催
に
あ
た
り
、

一一品
松

持
会
長
は
、
「
初
年
を
迎
え
た
。
初

年
前
と
一
宮
う
と
私
が
ま
だ

3
歳
の
時

に
創
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
農
作
業

体
系
は
今

と
は
速
い
、

手
作
業
で

あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

私
自
身
が

4
H
ク
ラ

ブ
に
入
金

し
た
の
は

5
年
前
、

町
発
展
、

ク
ラ
ブ
発

展
に
努
力
、

友
だ
ち
の

輸
を
拡
大

し
た
い
と

考
え
て
い

る
.
近
年

の
農
業
に

は
実
に
厳

し
い
も
の

が
あ
る
。

今金町4Hク手デ違鯵憐議会
剣tl.20ßJ~~念総賀会

W
H
年
の
文
化
活
動
事
業
の

一
環
と
し
て
希
盟
名
を
集

っ

た
と
こ
ろ
、
こ
の
教
室
開
催

の
要
望
が
圧
倒
的
に
多
く
削

催
と
主
っ
た
。

ク
y
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に

講
師
を
依
頼
、
矢
野
由
美
子

さ
ん
(
大
和
町
)
が
派
遣
さ

れ、

一
回
2
時
間
半
か
ら

3

時
間
、
迎
2
阿
ペ

l
ス
で

5

日
間
の
行
程
で
日
川
町叫

H
か

ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
附
慨
し

た
。
参
加
打
は
、
女
判
U
5
名、

引
性
8
名
と
ほ
と
ん
と
が
独

身
者
ば
か
り
の
集
ま
り
。
カ

ボ
チ
ャ
と
人
参
を
入
れ
た
ケ

ー
キ
づ
く
り
や
餅
米
の
肉
だ

ん
ご
づ
く
り
、
残
り
ご
飯
を

利
用
し
た
ド
リ
ア
風
料
理
(
ご

飯
に
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
を

か
け
、
ピ
ザ
チ
l
ズ
を
の
せ

て
オ
ー
プ
ン
で
焼
く
)
利
久

し
ら
た
ま
(
ご
ま
あ
ん
、
し

よ
う
油
あ
ん
)
づ
く
り
、

中

歴史が語る農作業体系
広げよう友だちの輸f

(e • 
に
豆
腐
を
入
れ
て
つ
く
る
の
が
昧
骨

で
あ
る
と
か
.
栄
養
価
も
苅
く
硬
く

世
間
の
風
評
で
は
、
私
た
ち
の
年
代

を
新
人
類
と
称
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
区
別
な
く
、
ご
指
樽
の
ほ
ど

を
お
願
い
し
た

い
U

来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
「
初
年
の

長
き
に
わ
た
り
仲
間
づ
く
り
、
農
業

研
究
に
努
力
さ
れ
て
き
た
'
」
と
は
意

義
深
い
。

4
H
ク
ラ
ブ
は
、
農
業
改

良
事
業
の
一
環
と
し
て
発
足
し
た
の

が
始
ま
り
だ
。
品
作
業
、
諸
情
勢
の

多
様
化
に
熱
心
に
対
応
さ
れ
‘
努
力

功
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
向
定
着

化
、
産
業
ま
つ
り
、
留
ま
つ
り
の
参

加
な
ど
倣
な
を
巡
す
る
。
判
官
花
町
内
M

業
情
勢
は
、
米
の
生
産
別
酎
町
、
牛
礼

的
生
産
制
獄
、
克
に
は
瓜
産
物
ロ
H
川

自
の
自
由
化
が
ち
わ
れ
て
い
る
。
本

道
股
業
に
と
っ
て
は
実
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
。
こ
ん
な
時
代
で
あ
る

だ
け
に
若
い
皆
さ
ん
の
知
英
を
結
集

し
て
本
町
発
展
に
功
献
し
て
ほ
し
い
日

な
ど
や
「
本
町
の
基
幹
産
業
は
牒
業

だ
。
土
に
生
き
た
前
進
あ
る
の
み
だ
。

コ
ス
ト
軽
減
を
考
え
、
輪
作
体
系
を

確
立
、
品
業
に
対
す
る
基
本
的
精
神

に
は
変
わ
り
は
な
い
は
ず
、
力
を
併

せ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
U

な
ど
の
話

し
が
あ
っ
た
。

初
年
町
歩
み
を
ス
ラ
イ
ド
報
代
、

今
後
の
活
動
方
針
や
O
日
の
苦
ψ
L
f故

殺
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
会
を
祝
い

あ
っ
て
い
た
。

き
に
鰐
か
さ
れ
た
。

矢
野
先
生
町
政
に
よ
る
と
「
引
惜

な
ら

4
い
利
点
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
ロ
ル
キ
ャ
ベ
ソ
(
書
通
、
和
風
)

の
っ
く
り
方
を
実
習
、
五
ね
さ
の
千

切
り
な
ど
を
見
る
と
馴
れ
た
干
さ
ぱ

男女一緒に料理勉強

手さばきは一流なみ

が
ギ
ョ
ウ
ザ
つ
く
り
を
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
実
に
良
い
干
つ
き
で
皮
を
包

み
、
叩
府
間
さ
に
ピ
y
ク
リ
し
た
JV

と

の
こ
と
で
す
。
実
は

K
惜
よ
り
剛山
性

の
H
が
総
川
で
あ
る
と
の
説
が
な
い

エ
フ
ロ
ン
婆
よ
ろ
し
〈

家
族
で
確
認
し
合
お
う

A. 

年

一
年
の
交
通
安
全

一
年
の
計
は
元
日
一に
あ
り
ー
ー
だ

れ
で
も
年
の
始
め
に
は
、
そ
の
年

一

年
の
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
す
。

希
望
校
を
目
指
し
て
勉
強
す
る
ぞ
‘

盤
駄
遣
い
を
な
く
し
て
草
を
買
う
わ
、

仕
事
に
生
き
て
商
売
繁
盛
、
平
寝
早

起
き
。
こ
の
よ
う
に
年
の
始
時

の
決
意
や
願
い
は
き
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ぜ
ひ
そ
の
中
に
.
今
年

一
年
の
交
通

安
全
の
誓
い
を
つ
け
加
え
て
く
だ
さ

、。L
 K
〈
に
正
月
は
、
家
族
全
員
が
そ

ろ
い
、
二
家
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。

こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
、
ふ
だ
ん

家
肢
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
E
ん
な

こ
と
を
心
が
け
て
い
る
の
か
確
認
し

合
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

車
を
運
転
す
る
お
父
さ
ん
、
ミ
ニ

パ
イ
ク
に
乗
る
お
母
さ
ん
、
そ
し
て

歩
行
者
平
自
転
車
利
用
者

と
し
て
の
お
子
さ
ん
や
お

じ
い
さ
ん
な
ど
、
家
族
一

人

一
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
交
通
社
会
に
生
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
外

出
先
で
、
ど
の
よ
う
な
点

に
気
を
つ
け
れ
ば
交
通
事

故
を
防
げ
る
か
、
日
ご
ろ

の
反
省
を
込
め
て
話
し
合

っ
て
〈

r
z
u。

ま
た
、
正
月
だ
け
に
眼

b
ず
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
は
、
い
つ
で
も
お
子

き
ん
の
よ
い
手
本
と
な
る

よ
う
行
動
し
、
機
会
あ
る

ご
と
に
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

‘，
模
型
を
使
っ
て
宜
通
ル

l
ル
を
再
確
認

• • 
わ
け
で
は
な
い
。
円
玉
だ
ん

ご
づ
く
り
、

三
角
お
に
ぎ
り

と
事
に
入

っ
た
も
の
。
こ
れ

で
は
奥
さ
ん
が
不
安
に
な
る

の
で
は
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

笑
い
笑
い
.
さ
す
が
若
人
の

集
い
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
の

料
理
教
室
で
し
た
。
こ
う
し

て
つ
く
っ
た
料
理
の
反
省
を

合
的
て
試
食
;
だ
ん
ご
ゅ
の

形
を
見
て
「
こ
れ
は
准
れ
の

刊
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら

の
食
事
風
張
.

こ
の
後
の
別
問
と
し
て
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
も
近
く
な
る

の
で
符
さ
ん
の
希
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
‘
ケ
ー
キ
づ
く

り
や
メ
キ
シ
カ
ン
料
理
づ
く

り
を
し
た
い
U

と
矢
野
先
生

は
話
し
て
い
た
。
料
理
づ
く

り
を
兄
て
い
て
、
工
夫
、
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
形
も
変

わ
り
、
昧
も
変
わ
り
、
美
味

し
く
い
た
だ
け
る
か
が
わ
か

り
、
取
材
し
て
い
て
私
自
身

も
良
い
勉
強
に
な

っ
た。

WORLD FOOD FESTIV AL 

JUNO'S JAP AN 1988 
青函トンネル開通記念博覧会

世界・食の祭典函館EXPO'88
-会 期/63年6月3日倹ト10月30日(日)
・開催地/函館エリア(JUNO'SHAKODATE) 

前売券発売場所/役場商工観光係・商工会まで

-会期/63年 7 月 9 日出~ 9月18日(日)

・会 場/函 館 市弁天町地区

前売券発売場所/役場商工観光係 ・商工会まで
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槍山管内スポーツ少年団柔道大会

空手道舎金支部兼近隣町選手権大会

日
間
四
阿
胤
〕

管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議

会
、
北
部
柿
山
柔
道
迎
合
会
的
主
似

に
よ

っ
て
、
日
月
m
同
日
総
合
体
育
館

に
て
開
催
、
小
学
生
日
入
、
中
学
生

刊
人
の
選
手
が
参
加
、
日
頃
の
練
習

成
架
を
発
揮
、
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら

れ
た
。今
金
町
の
入
賞
は
次
の
と
お
り

団
体
戦
小
学
生
の
部

2
位
今
金
チ
l
ム

中
学
生
の
部

3
位
今
金
B
チ
1
ム

小
学
校
個
人
戦

夫婦で子育て

闘い熱〈柔道少年団たち

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫

摩

走
る
、
投
げ

る
、
銚
よ
、
泳

ぐ
と
い
う
よ
う

な
動
作
を
基
本

と
す
る
ス
ポ
l

y
は
、
生
活
の

余
裕
と
心
の
ゆ

と
り
が
な
け
れ

ば
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
き
る
こ

と
が
精
い

っ
ぱ
い
の
生
活
で
あ

っ

た
り
、
多
忙
で
あ

っ
た
り
し
た
場

合
に
は
ス
ポ

l
y
を
す
る
気
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
若
い
人
的
特
徴
的
ひ
と

つ
は
ス
ポ
ー
ツ
ひ
親
し
み
を
も
っ

人
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

に
夢
中
に
な
る
と
い
う
よ
り
は
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
。

ス
キ
ー
も
す
れ
ば
サ
ー
フ
ィ
ン
も

す
る
、
テ
ニ
ス
も
す
れ
ば
登
山
も

す
る
、
と
い
う
背
年
が
噌
え
て
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
、
魚
釣
り
な
ど

も
ス
ポ
l
y
に
含
め
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
五
十
歳
以

上
の
世
代
的
人
と
比
較
す
る
と
大

変
な
迷
い
で
す
.
体
力
が
あ
り
、

時
間
と
お
金
の
ゆ
と
り
の
あ
る
若

3
・
4
年
の
部

5
・
6
年
の
部

3 2 2 
位位位

小

西

努

大
松
孝
彰

宮
崎
吉
広

中
学
校
個
人
戦

2 
位

持
戸
邦
吉

四
回
閣
阿
国

日
本
空
手
道
協
会
今
金
支
部
町
主

催
に
よ
っ
て
、

日
月
却
日
総
合
体
育

館
に
て
開
催
、
上
ノ
国
、
八
雲
、
今

金
の
三
町
の
選
手
間
人
が
参
加
し
て

鋭
い
気
迫
の
こ
も

っ
た
試
合
が
展
開

さ
れ
た
。
賞
品
も
索
附
ら
し
く
‘

ラ

イ
オ
ン
ズ
お
周
年
記
念
の
特
別
記
念

• • 武

f愛

い
ま
す
。

者
が
決
ま
し
い
と
い
う
初
老
の
人
も

勤
務
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
の
は
世

界
的
な
傾
向
で
す
。
い
ま
の
子
供
た

ち
が
官
年
に
な
り
成
人
に
な
っ
て
い

く
時
代
に
は
、
余
暇
時
間
を
ど
う
過

ご
す
か
が
大
き
な
関
心
事
に
な
る
と

忠
子い
世主 ま
にす
は

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

医
療
費
の
自
己

熱気ムンムンの空手道の組手あらそい

こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

体
の
機
敏
性
を
つ
く
る
と
か
健
康

相
巡
の
た
め
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

い
い
仲
間
を
つ
く
り
、

明
る
い
人
生

ス
ポ
ー
ツ
に

観
を
も
つ
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味

で
も
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
お
も
し

ろ
さ
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

ス
ポ
ソ
を
見
る
こ
と
、

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
話
を
す
る
こ
と
と
と
も

負
担
額
が
高
額
に

病
気
や
け
が
な
ど
で
お
医
者
さ
ん

自
己
負
担
額
の

計
算
方
法

仁
か
か
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
一
定
の
金
額
を
超
え
た
場
合
、
申

請
に
よ
っ
て
そ
の
超
え
た
額
が
高
額

別
内
山
崎

療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

(こん怠ときに支給されま討

議( )内は住民税の非諜税世帯の限度額

です.

固

(岳民
団関i拡

回
目

世帯合算が行なえます

帯で同じ月内に 3万円(2万1，000

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
制
度

品
が
添
え
ら
れ
る
な
ど
選
手
団
に
な

裕
を
盛
り
た
て
て
い
た
。

今
金
町
の
成
績
は
次
の
と
お
り

形
の
部
個
人

小
学
校
低
学
年

3
位

A
Y

金
A
チ

ム

一
般
、
高
校

I
位

今

金

A
チ
l
ム

2
位

今

金

C
チ
1
ム

r f言、• • 
昨年までは概況調査でありましたが、 今年は本制査

を実施しますので調査対象者はご協力お願いします。

に
自
ら
戸
外
に
出
て
体
を
動
か
す
機

会
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

白引
の
弱
い

子
供
は
怖
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
組
が

一
緒
に
や
る
こ

親
し
み
を

と
で
不
安
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
に
は
我
慢
す
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
苦
し
く
て
も
が
ん
ば
る

こ
と
で
す
。
ル
ー
ん
を
守
る
こ
と
も

要
求
さ
れ
ま
す
。
力
い

っ
ぱ
い
努
力

な
っ
た
と
き

パ』
麿
月
(
月
の
1
日
か
ら
月
末

/
一
ま
で
}
・
』
と
の
畳
居
に
つ
い

4

て
計
算
.

ど
2

1
つ
の
病
院

・
診
療
所
こ
と

ζ

に
計
算
.

イ
ユ
総
合
病
院
は
各
診
療
科
ご
と

〈
に
計
算

川尚一四れ

加
盟

十
一
一

り

聞

は

Fm川
巴

一

叫

間
十'/
一一一一一

E
C需 高

額

3
位

今

金

B
チ
l
ム

組
手
の
部
個
人

小
学
校
低
学
年

小
学
校
高
学
年

中

学

生

般
、
高
校

工業総計調査の協力お願い

3
位
佐
藤
登
子

3
位
桂
川
僚

2
位
中
川
孝
男

3
位
久
保
其
基

1
位
坂
本

一
茂

2
位
川
崎
秀
樹

3
位
佐
藤
日
目
樹

通商産業省て‘は、毎年12月31日現在で調査を実施し

ますので調査対象者のこ'協力お願い します。

(12) 

し
て
れ
け
た
と
き
は
さ

っ
ぱ
り
負

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
は
仲
間

が
必
要
で
す
。
チ
l
ム
を
つ
く
っ

て
争
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
仲
間
に
は
強

い
連
帯
感
と
盟
百
な
話
題
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ

l
y
の
好
き
な
背
年

は
た
い
て
い
子
供
の
時
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
家
庭
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
好
ま

し
く
思
う
空
気
が
あ
る
の
で
す
。

療
養
費
の
支
給

パ
到
同
じ
病
院
・

診
療
所
で
も
、

/
一
曲
科
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は

4

別
計
算
.

F
5一
同
じ
病
院

・
診
療
所
で
も
、

正
通
院
と
入
院
は
別
計
算
。

パ
副
担
保
険
の
き
か
な
い
差
額
べ
y

/
一
ド
料
な
ど
は
支
給
町
対
鼻
と

4

な
り
ま
せ
ん
。

lI.t聾班の支給を受けるとき 4回目から

は1か月 3万円(2方1，000円)を超えた
分が支払われます.

固醐の治問期間続山

血友病や人工透訴の必要な慢性腎不全で

長期間治僚を受けた場合、自己負担額は

1か月 l万円までとなります。

(13) 



日
月
幻
目
、

3
議
児
、

4
歳

児、

5
歳
児
の
闘
児
H
U

人
が
警

察
署
、
消
防
署
、
郵
便
局
な
ど

に
分
か
れ
、
労
い
の
言
葉
と
張

り
絵
と
工
作
を
も

っ
て
訪
れ
た
。

警
察
署
に
は
、
パ
ト
カ
ー
を

形
ど
っ
た
「
鉛
筆
立
て
」

2
個

を
、
郵
便
局
に
は
、
郵
便
座
さ

ん
の
酎
酬
を
形
ど
っ
た
「
忘
れ
物

入
れ
」

2
側
を
、
消
防
思
に
は
、

消
防
士
の
ス
タ
イ
ル
を
し
た
張

り
絵
炉
、
そ
れ
ぞ
れ
に
附
ら
れ

た
。
こ
の
工
作
や
張
り
絵
は
、

先
生
の
指
導
に
よ
っ
て
凶
児
が

一
生
懸
命
に
制
作
し
た
も
の
で

す。
消
防
署
に
訪
れ
た
図
児
た
ち

は
、
「
あ
消
防
車
だ
。
救
急
車

だ
U

と
お
お
喜
ぴ
、
消
防
の
お

兄
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
は
火
事
の

時
に
ホ
を
出
す
ホ

l
ス
だ
よ
U

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
り
、
実

際
に
ホ

l
ス
を
持
た
せ
て
も
ら

い
「
重
い
な
あ

l
」
と
繁
い
て

い
た
。保
育
関
で
は
、
毎
年
勤
労
感

謝
の
日
に
図
み
、
「
交
通
事
故
か

二二コみん悲の

ら
守
っ
て
く
れ
る
お
ま
わ
り
さ
ん
。

火
事
や
急
病
に
か
け
つ
け
て
く
れ
る

消
防
の
皆
さ
ん
。
暑
く
て
も
寒
く
て

も
休
み
な
く
配
達
し
て
く
れ
る
郵
便

屋
さ
ん
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。
そ

れ
と
、
い
ろ
ん
な
仕
事
を
知
る
勉
強

に

な

る

の

で

」

と

話

し

て

い
た
。
図
で
は
、
こ
の
活
動
を

日
年
に
側
闘
し
て
以
来
毎
年
続

け
て
い
る
。
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1月10Bは「竹口番の臼」です。いつでも、 通報は港ち着いて、正確におしましょう。 l 
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項 目 出ていただく方
実施

時 問 対象地区 実施会場 備 考
する日

① 季節労務者検診 季節労務者の方 8日働 10:00-12日D 全地区 町民センター
尿検、血液検査、 I:~J ~ま
結核検診、保健指導

11日明) " 

② 一 般相!出 全 住 民 18日明。 10:00-15:00 " 老人福祉セノ7 健康相践、i!iHlI!l百導

25日側 町民センター

③ 
妊婦相験 妊婦の方 12日(j() 受付時1111 " " 

検Z働I制尿制、定指血t嚇H柑爪検命保健栄予養診開.体将、
(母親学級) 12:45-14:00 

礼児相談 生後6、9ヶ月児 " 保健指噂
9:30-10:00 

@ 148(;j;) " 町民センター
1歳6ヶ月児健診 1.7歳、1.8蔵児 " 医師診療、歯科医診療

12:30-]3:00 栄養指導、保健指噂

第 l期完了後12119日ω " 下地区 国保病院13:10-13:20 

⑤ 
3 積混合 -18ヶ月の幼児

20目。同 " 市街地 町民センター
第 1抑l完了した者で

( 2 却J) でi筒5歳未満の 12:50-13:00 1回按磁

幼児 22日幽 " 上地区 種川小学校12:50-13:00 

育児講座 3ヶ月児 " 身体育h!ill、保健指導
9:30-10:00 

⑥ 21日制 全地区 町民センター
身主に主体ニよメ刑る珍制、眠保、健t~相Hl持ft持‘医、神師乳児健診 4、7、10、12ヶ月児 " 12:30-13:00 

⑦ 企業組合検診 企業組合員 27日付4 9:00-11 :00 " " 
検尿、血液検査、レン
トゲン撤彬

⑧ 股脱健診
2ヶ月と25日以

28日帥4 13:00-14:00 " 今金保健所 コ関節X線写真上の礼児

亡二二

消防職員に張絵をプレゼン

トする小百合保育園児たち

• • 

• • 。年末年始の患者縮送パス運行について

12月31日~翌年 l月6日まで運休いたしま

す。

。年来年始の老人福祉センター開館について

12月30日~製年 l月 6日まで休館いたしま

すのでご了承願います。

， 

。患者輸送パスの臨時運休について

111検整備のため 1月14日、 16日臨時運休い

たします。大変ご不便をおかけ致しますが

ご了承願います。

うがい、手洗を/

カゼにご注意

人ごみを避け、 7 スク、

(1)今金老人福祉センター浴場

12月31日 13・00-17:00まで営業

1月1日-4日まで休業

1月5日~平常営業

(2)種川温泉休憩所

12月31日 19時まで営業

1月 1日・4日・ 5日休業、その他平常蛍業

。年末年始の公衆浴場営業について

( 15) 



1月の休日当醤医 や今や住民の動態やや令
1日平病院(北格山)叫γの 3日聞に 11月末現在
2日 北楠山町国保病院fi@)5321 ついては午前 前月実Ht
3日今金町国保病院包包泊221 中のみです。 人 口 8，259(+8)

10日 岩間医院(今金)H②0057 男 4，017(+7) 

15日 北槍山町国保病院fi@)5321 女 4，242 (+ 1) 

17日 富田医院(今金)H包河口324 世帯数 2，532 (+2) 

24日楢崎病院{瀬棚) H(V3021 固 おたんじようおめでとう

31日 今金町国保病院包包::0221 木谷 t苦情品 11月10臼 (順-I!A，長男)神 丘

相馬 経叫 11月10日(宝弘乱長女)末広町
今野桑祐桑陶，守:..-，..... 11月13日(昭夫さん 2女)曙 町

末広 貴兄 11月25日(幸弘札 3男)大和町

|除雪作業の協力お願い|
，)、向日 j't.-，..， ... 11月30日(誠札長男)大和町

固 いつまでもお Lあわせに

見1川崎秀夫札(卒中 丘)~古川 和子札(神丘〉

雪の季節となりました。路上駐車がありま
出1三~4t晴敬仁さん(神丘) ~宮坂 京子さん(北槍山)

先1江口 iW次弘(東町)~斉藤たづ子札(松前町)

すと、除雪作業の妨げとなりますので、皆様 %i!且 政明さん(田代)~轟川登美子品(本町)

の特段のご協力をお願いします。
圏おくやみもう L晶げます

木島 ミノーι11月23日 74歳神丘

建設課から ，)、前島 ちう乱11月24日 92歳 戸、 葺主

下本繁一恥12月 5日 57歳金又

今
年
は
辰
年

iEつ
は

十
二
支
の
中
て
唯
一
の

下
江
空
想
の
動
物
で
す
。
で
も
、

念
の
た
め
、
あ
る
動
物
図
鑑
を
見

た
ら
、
辰
は
竜
と
し
て
載
っ
て
い

ま
し
た
。
「
大
蛇
に
角
や
猛
獣
、

猛
鳥
の
頭
を
組
み
合
わ
せ
た
伝
説

の
動
物
」
と
あ
り
ま
す
。

辰
は
十
二
支
の
仲
間
と
し
て
広

〈
知
ら
れ
た
存
在
な
の
で
、
架
空

の
動
物
の
中
で
も
別
格
な
の
で
し

ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
近
登
場
し

た
怪
獣
の
類
は
図
鑑
に
載
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

云

見

の

竜

は

中

国

平

日

本

F14}=目
だ
け
で
な
く
、
同
じ

よ
う
な
も
の
が
ヨ

l
ロ
ァ
パ
や
イ

ン
ド
な
ど
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
ど

れ
も
実
在
の
動
物
を
組
み
合
わ
せ

た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
中
国
平

日
本
の
竜
は
蛇
の
胴
に
足
を
は
や

し
、
鬼
の
顔
に
鹿
の
角
を
つ
け
た

よ
う
な
動
物
で
す
。

竜
は
日
本
で
は
、
ホ
を
つ
か
さ

ど
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
、~ 

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

制
②
O
A
I
n
-
A
l
番

じ

竜
神
平
竜
王
に
雨
ご
い
を
す
る
風

習
が
各
地
に
あ
り
ま
す
。
「
竜
住

む
池
は
水
枯
れ
ず
」
と
か
「
意
の

子
は
小
さ
し
と
い
え
ど
も
、
よ
く

雨
を
降
ら
す
」
な
ど
と
い
わ
れ
る

の
は
司
』
の
た
め
で
す
。

b
E
-こ
竜
は
諺
に
も
し
ば
し

=
c
J
J
ば
登
場
し
ま
す
。
「
竜

吟
ず
れ
ば
雲
起
こ
る
」
と
は
、
英

雄
の
決
起
に
多
く
の
同
志
が
、
』
れ

に
従
う
ニ
と
の
な
昧
で
、
英
雄
を

竜
に
た
と
え
て
い
る
の
で
す
。

「
竜
の
翼
を
得
た
る
ご
と
し
」
は

強
い
も
の
が
さ
ら
に
強
く
な
る
・
』

と
で
、
翼
の
代
わ
り
に
水
、
雲
な

ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

f
 

間
「
竜
の
将
の
玉
を
取
る
」
は
、
難

し
い
ニ

t.
危
険
な
ニ
と
の
た
と

え
。
ま
た
、
「
竜
の
臨
を
蜘
が
ね

ら
う
」
は
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
の
た

と
え
で
す
。

こ
の
よ
う
に
竜
は
強
い
も
の
と

き
れ
て
い
ま
す
が
、
「
竜
虎
あ
い

撃
つ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、

竜
は
虎
と
は
互
角
の
よ
う
で
す
。

。

〈

〉

き
て
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
新
年

を
ど
ん
な
決
意
で
お
迎
え
に
な
り

ま
し
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
竜

頭
蛇
尾
」
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

※
牌
(
あ
ぎ
と
}
と
は
、
あ
ご
の
こ
と

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(16) 


